
総合計画と行政評価（事務事業評価）の関係 

⚫ 行政評価＝行政の執り行う施策等を評価すること。 

⚫ 様々な手法がある中で、当市においては、事務事業という最小単位を評価する【事

務事業評価】という手法をとっている。 

⚫ その事務事業評価は主として内部にて評価するが、外部からの意見を取り入れる目

的で市民評価を行っている。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本構想

基本計画

実施計画

行政評価対象となる 

事務事業 

予算書における 

事務事業 

実施計画には、市が執り行

うすべての事務事業を掲載

している。 

毎年更新し、2 年先までの

実施事業、概要、事業費な

どを記載している。 

⚫ 当市における実施計画は、先 2 年を見据えて毎年更新することとし

ている。 

⚫ 先 2 年分、全事業に対して事務事業評価を実施することで、実施計

画の策定を同時に行っている。 

⚫ 事務事業評価における事業費積算を予算の概算要求として取り扱っ

ている。そのため、予算書における事務事業と行政評価対象事業を

一致させる必要がある。 

第二次下野市総合計画 

総合的かつ計画的に市政を運営するた

めに定められた市の最上位計画 
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